
第２学年１組 数学科学習指導案 
 

小郡市立立石中学校 

指導者 中間 政弘 
西 利之 

１ 単元名 「連立方程式」 

２ 目標 

 ○加減法や代入法を用いて連立方程式を解くことができるようにする。【知識・技能】 

 ○具体的な問題解決の場面で，数量の関係を整理し，連立方程式を用いてその解決方法を根拠をもと

に説明することができるようにする。【思考・判断・表現】 

○具体的な問題解決の場面で連立方程式を活用することのよさに気付き，連立方程式を進んで活用  

しようとする意欲を養う。【学びに向かう力・人間性】 

３ 計画（14 時間）     

知：知識・技能  考：思考・判断・表現  態：主体的に学習に取り組む態度      [書く活動はゴシック体] 

次 学習活動・内容 『問い』 教師の支援 評価の観点 

一 

 

１ 

時

間 

１ 具体的な場面から連立方程式を
つくり，解の意味について考える。 

(1)バスケットボールの試合で，１
人のあげた得点とシュート回数か
ら，２点シュート，３点シュートの
回数を考える。 
・解の意味 

○ ２ つ の

文字を含

む方程式

の解は。 

○２つの方程式を満たす解は

一つしかないことに気づか

せるために，表を使ってそ

れぞれの二元一次方程式の

ｘ，ｙの値を求めさせる。 

態：方程式を用いること 

に関心をもち，その必

要性や解の意味を考

えようとしている。 

二 

 

４

時

間 

２ 連立方程式の解き方について考
える。 

(1)加減法の解き方を学び，連立方
程式を解く。  
・加減法 
(2)片方の式を何倍かして加減法で 
連立方程式を解く。 
(3)両方の式を何倍かして加減法で 
連立方程式を解く。 
(4)代入法の解き方を学び，連立方
程式を解く。 
・代入法 

○ 二 元 一

次方程式

を、一元一

次方程式

にするに

は。 

○ 係 数 を

そろえる

には。 

○加減法の仕組みを理解できる
ようにするために，係数がそ
ろっていれば文字を消去でき
ることに気づかせる。 

 
○どうすれば加減法を使える

ようになるか考えさせるた
めに，係数がそろっていな
い問題を提示する。 

○代入法と加減法の解き方を
比べ，よさを考えさせるた
めに，解法を比較する場面
を設ける。 

知：加減法を用いて，簡

単な連立方程式を解

くことができる。 

知：片方・両方の式を何倍

かすることで，係数のそ

ろっていない連立方程

式を解くことができる。 

知：代入法を用いて連立

方程式を解くことが

できる。 

三 

 

４

時

間 

３ いろいろな連立方程式の解き方
について考える。 

(1)かっこを含む連立方程式を解く。 
・かっこをはずして式を整理すること 
(2)係数に分数がある連立方程式を
解く。 
・分数を消去して式を整理すること 
(3)係数に小数がある連立方程式を解く。 

・小数を消去して式を整理すること 
(4)A=B=C の方程式を解く。 

○ か っ こ

がある場

合や係数

が分数の

場合に解

を求める

には。 

〇 式 が 複 雑 な 場 合 で も ，

ax+by=0 の形に変形するこ

とで加減法が使えることに

気づかせるために，かっこ

や分数，小数を含む連立方

程式の問題を提示する。 

知：式変形をして，加減

法や代入法を用いて

連立方程式を解くこ

とができる。 

知：A=B=C の方程式から

連立方程式を見いだし，

加減法や代入法を用い

て解くことができる。  

四 

 

５

時

間 

４ 具体的な事象を連立方程式を用
いて解決する。 

(1)代金に関する文章題から連立方
程式を立式し，問題を解決する。 
・代金に関する問題 
(2)割合に関する文章題から連立方
程式を立式し，問題を解決する。 
・割合に関する問題 
(3)道のり・速さ・時間に関する文章
題から連立方程式を立式し，問題を
解決する。 
・道のり･速さ･時間に関する問題 
［書く活動Ⅱ・Ⅲ］ 
(4)宿泊先の部屋割を決める場面か
ら必要な情報を整理し，連立方程式
を立式し，問題を解決する。 
・解の吟味 
 

 
(5)単元のまとめをする。 

○文章から 

連立方程式 

をつくるに 

は。 

 

 

 

 

 
○ 連 立 方 程 式
を具体的な場
面で利用する
ときは、どんな
ことに気をつ
けなければな
らないだろう
か。 

○方程式が問題解決に利用で

きることに気づかせるため

に，日常の事象の中から問

題場面を見いだし，未知数

は何か考えさせる。 

〇問題文のどの数量に着目して

式をつくっているのかを明確

にするために，問題場面の中

の必要な情報を整理させる。 

○解が問題に合わない場合が

あることに気づかせるため

に，方程式を解いてでた解

が問題の条件を満たさない

ような課題を提示する。 

○学習した内容を振り返らせる

ために，単元のまとめをする。 

態： 文章から未知数を見

いだし，連立方程式を立

式しようとしている。 

考：具体的な事象を考察す

るため，事象の中の数量の

関係をとらえ，根拠を明ら

かにしながら連立方程式

を立式し，その解決方法を

説明することができる。 

考：問題場面の条件を理

解し，求めた解が問題

にあっているか吟味

することができる。  

 

本
時
４
／
５ 





４ 本時 令和５年７月６日（木） 第５校時 ２年１組教室 
５ 【後期：充実発展期】 
    ①数学科における「見方＝視点」  
      事象を，人数や代金の関係などに着目して捉え，連立方程式で表現する。 
  ②思考内容「考え方＝方法」→「理由付ける・原因や根拠を見付ける」 
   『問い』→『連立方程式を具体的な場面で利用するときは、どんなことに気をつけなければならな 

いだろうか。』 
６ 本時の主眼 
 ○ 連立方程式の解が問題にあわない場合があることに気づき，解の意味を吟味することができる。 
７ 本時の指導観 

  本単元の指導にあたっては，連立方程式について理解させ，それを具体的な場面で活用できる能力を
育てるとともに，その解決過程を説明できるようにすることをねらいとする。そのために、前時までに連
立方程式の解き方について学習し，具体的な事象を解決するために，連立方程式を活用している。しか
し，計算で求めた解が問題場面に即しているのか確かめようとする意識が低い。そこで本時では，解が問
題場面に合わないような課題を提示し，解の吟味の重要性に気づかせることをねらいとする。そのために
まず，問題場面を提示し，必要な情報を整理させる。その際，書く活動Ⅱの事実の部分に情報を整理し，
立式につなげられるようにする。次に，解を求めて問題場面にあっているのか判断させる。ここでは，意
見交流や動画提示を使って，考えの不十分さに気づかせたい。また，考えの付加修正をしていくことで解
の吟味の重要性について実感できるようにする。最後に，本時のまとめをする。ここでは，書く活動Ⅲで
これまでの自分の連立方程式を用いた説明について振り返らせ，実際の場面で連立方程式を正しく活用
しようとする意欲を高める。 

８ 本時の過程                            [書く活動はゴシック体] 

生徒の活動・内容 教師の支援 評価の観点 形態 配時 

１ これまでの学習内容を振り返り，本
時のめあてを確認する。 
(1)問題①を配布する。 
 
(2)めあてを確認する。 
 
 
 
(3)情報を整理する。 
・部員は 50 人 ・4 人部屋は 3500 円 
・3 人部屋は 3000 円  
・1 人 920 円ずつ集めた(合計 46000 円) 
・宿泊することができるのは 2 フロア分 

 
〇問題場面における必要な情報を意
識させるために，問題場面を再現し
た VTR を提示する。 
 
 
 
 
○連立方程式を立式する際に必要と
なる情報を整理するために，書く活
動シートの【事実】の部分を記入させ
る。 

 
 
 
 
 

 
 

全 
 

全 
 
 
 

個 
 

10 

２ 解を求め，問題場面にあっているか
判断する。 
［書く活動Ⅱ］ 
(1) 連立方程式を立式し，解を求める。 

 

 
 
(2)解法を共有し，解が問題にあって
いるのか確認する。 

・解は       であるが，3 人部屋 
 は 4 部屋しかないので，泊まることが

できない。 
(3)連立方程式を利用し，他の宿泊施
設を検討する。 

・解の吟味 

 
〇解法や，主張（方程式の解）の比較，
交流をしやすくするために，ロイロ
ノートを使って書く活動シートの
【理由付け】【主張】の部分を記入さ
せる。 
○解が問題に合わないことに気づか
せるために，書く活動シートを使っ
て交流させる。気づいている生徒が
いなかった場合は，VTR の続きを流
し，解が問題にあっていないことに
気づかせる。 
○解を吟味することの重要性を実感
させるために宿泊施設 B,C,D を提示
し,どの宿泊施設なら宿泊できそう
か連立方程式を使って判断させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◇求めた解
が問題にあ
っているか
吟味するこ
と が で き
る 。【 思 考
力・判断力・
表現力】 

 
 
 

個 
 
 
 
 

班 
↓ 
全 
 
 

班 
 

 

25 

３ 本時の学習内容をまとめる 
(1)学級集団で各班の意見を比較する。 
・施設 B か施設 D に泊まる。 
・施設 B は 2 人部屋が多くなってしまう
ので、施設 D の方に泊まる。 
［書く活動Ⅲ］ 
(2)本時で学んだことを振り返り，連立
方程式についてまとめる。 
・方程式を利用した際は、解が問題にあっ
ているのか確かめることが大切である。 
・こんな場面で連立方程式を利用できる
ようになりたい。 

 
○施設 C は施設 A と同様に問題に合
わないことに気づかせるために，各
班の意見を交流させる。 
 
 
○解の吟味の重要性や、自分の考え
の変容を自覚させるために，本時の
学習内容を振り返る時間を設ける。 
 

 
 

 
全 
 
 
 

個 

15 

連立方程式を利用して，宿泊する部員の部屋割を考えよう。 


  …①

  …②



第２学年１組 数学科学習指導案 
 

 

 

９ 書く活動についての説明 

(1)書く活動Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

②、③、④は順不同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)書く活動Ⅲ〔学んだ内容・自分の考えの変容・学びの発展、転移性〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①【既習の知識】 

 二元一次方程式の解 

 連立方程式の解き方（加減法・代入法） 

            

 

②【事実】 

・部員は 50人 ・4 人部屋は 3500円 

・3人部屋は 3000円  

・1人 920円ずつ集めた(合計 46000円) 

・宿泊することができるのは 2フロア分 

 

④【主張】 

●4 人部屋を 8部屋、3人部屋を 6部屋に

すればよい。 

○この施設には宿泊することができな

い。 

③【理由付け】見方･考え方 

4人部屋に x 部屋、3 人部屋に y部屋宿泊するとして 

 

という連立方程式が立てられる。    ○しかし，宿泊することができるのは 

これを解くと，x＝8，y＝6        2フロア分で，3人部屋は 4 つしか 

●この解は問題にあっている。      ないので、この解は問題にあっていない。 

 


  …①

  …②

【問い】 

 問題場面のどの情報から、連立方程式を立てる

ことができるだろうか？ 

推論・解釈 

       

            

 

まとめ 

 

【これまで学んだことの明確化】 

○未知数が２つある場面は、xと

y を用いて連立方程式で表現する

ことができる。 

○解が問題場面にあっているか吟

味することが大切である。 

振り返り 

 

【既習の学習と新しく学んだ考え方をつなげてまとめる】 

問い 連立方程式を具体的な場面で利用するときは、どん

なことに気をつけなければならないだろうか。 

○これまではあまり深く考えずに「この解は問題にあって

いる」と書いていたが、実際の場面では問題にあわない場

合があることがわかった。 

○修学旅行の部屋割など、実際に連立方程式が使えそうな

場面で使えるようになりたい。 

『何を』 

       

            

 

『どのように』 『使えるか』 

       

            

 


